
学
校
の
三
五
％
、
学
科
の
四
割
が
職
業
実
践
専
門
課
程
に
認
定
！ 

 

早
春
の
候
、
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
ご

厚
情
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

職
業
教
育
充
実
の
た
め
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
教
育
の
無
償
化
策
は 

 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

は
、
今
年
十
月
の
消
費
税
増

税
時
か
ら
、
三
歳
か
ら
五
歳

ま
で
、
所
得
制
限
な
く
無
償

化
し
ま
す
。
幼
稚
園
は
月
額

二
・
五
七
万
円
、
預
か
り
保
育

月
額
一
・
一
三
万
円
、
総
額
七

七
六
〇
億
円
と
な
り
ま
す
。 

 

高
等
教
育
の
実
質
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
を
入

れ
て
、
住
民
税
非
課
税(

年
二

七
〇
万
円
未
満)

は
全
部
、
三

〇
〇
万
円
未
満
は
三
分
の

二
、
三
八
〇
万
円
未
満
は
三

分
の
一
と
な
り
ま
す
。 

 

私
立
専
門
学
校
に
は
、
一
人

当
た
り
入
学
金
十
六
万
円
、

授
業
料
五
九
万
円
を
減
免
の

た
め
機
関
補
助
し
ま
す
。 

 

個
人
に
は
、
給
付
型
奨
学
金

と
し
て
、
私
学
の
自
宅
通
学
者

に
は
四
六
万
円
、
私
学
自
宅

外
通
学
者
に
九
一
万
円
を
支

援
し
ま
す
。
計
七
六
百
億
円
。 

 

個
人
要
件
は
、
高
校
等
が
作

文
や
面
接
で
意
欲
や
進
学
目

的
を
確
認
し
、
新
卒
二
年
以

内
に
進
学
す
る
者
と
し
ま

す
。
①
入
学
後
修
得
単
位
数

が
六
割
以
下
、
②
平
均
成
績

(

Ｇ
Ｐ
Ａ)

が
下
位
四
分
の
一(

特

例
措
置
検
討
中)

、
③
出
席
率

八
割
以
下
は
、
警
告
を
出
し
、

連
続
で
受
け
た
場
合
は
支
援

が
打
ち
切
ら
れ
ま
す
。 

 

対
象
学
校
要
件
は
、
①
実
務

経
験
の
あ
る
教
員
に
よ
る
授

業
科
目
が
標
準
単
位
数
の
一

割
以
上
、
②
法
人
の
理
事
に

外
部
を
複
数
任
命
、
③
授
業

計
画
や
成
績
管
理
を
実
施
・

公
表
、
④
財
務
諸
表
や
定
員

充
足
や
就
職
率
等
を
情
報
公

開
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 
ま
た
、
負
債
、
経
常
収
支
、

定
員
八
割(

専
門
学
校
は
別
途

検
討)

以
下
の
三
点
に
該
当
す

る
と
対
象
校
と
さ
れ
ま
せ

ん
。
今
年
八
月
ま
で
に
は
、
以

上
の
対
象
校
が
申
請
の
上
決

定
と
な
り
ま
す
。 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文

部
科
学
省
が
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
し
て
個
別
に
も
ぜ
ひ
ご

相
談
し
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。 

 

●
職
業
実
践
専
門
課
程 

 

「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
と

は
、
企
業
等
と
の
密
接
な
連

携
に
よ
り
、
最
新
の
実
務
の
知

識
等
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
教
育
課
程
を
編
成
し
、
よ

り
実
践
的
な
職
業
教
育
の
質

の
確
保
に
組
織
的
に
取
り
組

む
専
門
課
程
を
文
部
科
学
大

臣
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
開
始

さ
れ
、
今
年
度
は
新
た
に
九

八
校
、
一
三
九
学
科
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
五

年
度
か
ら
平
成
二
九
年
度
ま

で
の
認
定
等
と
合
わ
せ
て
、
現

在
、
合
計
で
九
九
四
校
（
三

五
・
四
％
）
、
二
九
八
六
学
科

（
三
九
・
八
％
）
が
「
職
業
実
践

専
門
課
程
」
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

同
課
程
は
、
教
育
の
無
償
化

対
象
校
に
繋
が
る
仕
組
み
で

も
あ
り
、
引
き
続
き
普
及
の

た
め
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
職
業
教
育
の
充
実

の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ

ど
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

(
赤
池
ま
さ
あ
き) 

 

《国会事務所》  

〒100-8962 
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TEL： 03-6550-0524 
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【自由民主党 党員募集】  
現在自民党では党員を募集し

ています。詳細は事務所まで。 

赤
池 

誠
章 (

ま
さ
あ
き
） 

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
卒
。
松
下
政
経

塾
出
身
。
自
動
車
整
備
士
養
成

の
専
門
学
校
長
を
経
て
、
衆
議

院
議
員
に
当
選
。
清
和
政
策
研

究
会
（安
倍
晋
三
相
談
役
、
細

田
博
之
会
長
）に
所
属
。
平
成
二

十
五
年
の
参
院
選
比
例
代
表
全

国
区
で
国
政
復
帰
。
国
土
交
通

委
員
会
理
事
、
文
部
科
学
大
臣

政
務
官
、
参
議
院
文
教
科
学
委

員
長
等
を
務
め
、
現
在
、
自
民

党
文
部
科
学
部
会
長
二
期
目
、

党
専
修
学
校
等
振
興
議
員
連
盟

事
務
局
次
長
。 

平成31年 (2019年) 3月8日 (金曜日) 

～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～ 

参議院議員 比例代表(全国区) 

国政ニュース 

教育の無償化と職業実践専門課程 

安倍晋三総理 と 

ともに！ 
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